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(57)【要約】
【課題】蓋部から連設された差し込み片を差し込み片が
連設された本体部側に係止させ、蓋部に破断線を設ける
ことにより、破断線を破断しなければ開封することがで
きない包装箱において、差し込み片が抜けるのを強固に
防止することができる包装箱を提供する。
【解決手段】包装箱５は、背面板部１６から連設され、
略台形形状の切欠部が形成された内側側板部３２と、内
側側板部３２から連設された背面支持板部４０と、蓋板
部９０から連設された差し込み片１００とを有し、内側
側板部の切欠部の両側には、傾斜辺が形成され、差し込
み片１００の突状部１０４、１０６には、傾斜辺が形成
されている。差し込み片１００の突状部１０４、１０６
が内側側板部３２に係止して包装箱５が閉状態でロック
された場合には、蓋板部９０の破断線９２ａ、９２ｂを
破断しなければ蓋板部９０を開けることができない。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
１枚のシート状のブランクにより形成された包装箱であって、
　略方形状の外形を有する底板部（１０）と、
　底板部の四方の辺部から連設された側面部で、底板部の１の辺部である正面側の辺部か
ら折れ線を介して連設された正面板部（１２）と、底板部の右側面側の辺部から折れ線を
介して連設された右側面板部（１４）と、底板部の背面側の辺部から折れ線を介して連設
された背面板部（１６）と、底板部の左側面側の辺部から折れ線を介して連設された左側
面板部（１８）とを有する側面部（１１）と、
　背面板部の底板部側とは反対側の辺部から折れ線を介して連設された内側構成部で、
　背面板部の底板部側とは反対側の辺部から折れ線を介して連設された内側側板部で、背
面板部側に切欠部（３２ａ）が形成され、該切欠部が、背面板部の上端の辺部と略平行な
第１辺部（３２ｄ）と、第１辺部の右側面側の端部から背面板側に向けて形成された第２
辺部（３２ｂ）と、第１辺部の左側面側の端部から背面板部側に向けて形成された第３辺
部（３２ｃ）とにより形成された内側側板部（３２）と、
　内側側板部の第１辺部から折れ線を介して連設された背面支持板部（４０）と、
　内側側板部の背面板部側とは反対側の辺部から折れ線を介して連設された内側底板部（
５０）と、
　内側底板部の内側側板部側とは反対側の辺部から連設され、正面板部の内側の面に接す
るとともに、底板部の内底面に接して内側底板部を支持する支持部（６０）と、を有する
内側構成部（３０）と、
　正面板部の底板部側とは反対側の辺部から折れ線を介して連設された蓋板部（９０）と
、
　蓋板部の正面板部側とは反対側の辺部から折れ線を介して連設された差し込み片で、蓋
板部から連設された差し込み片本体部（１０２）と、差し込み片本体部の右側面側に突出
した右側面側突状部（１０４）と、差し込み片本体部の左側面側に突出した左側面側突状
部（１０６）とを有し、差し込み片の左右方向の最大長さが切欠部の左右方向の最大長さ
よりも長く形成された差し込み片（１００）と、
を有し、
　内側側板部における第２辺部が、背面板部側から内側底板部側にいくに従い右側面側に
傾斜した傾斜辺（３２ｂ－２）を有し、第３辺部が、背面板部側から内側底板部側にいく
に従い左側面側に傾斜した傾斜辺（３２ｃ－２）を有し、
　右側面側突状部の右側面側に、蓋板部側である差し込み片の基端側から差し込み片の先
端側にいくに従い右側面側に傾斜した傾斜辺（１０４ｂ）が形成され、左側面側突状部の
左側面側に、蓋板部側である差し込み片の基端側から差し込み片の先端側にいくに従い左
側面側に傾斜した傾斜辺（１０６ｂ）が形成され、
　蓋板部又は正面板部に破断線が形成され、
　支持部が、正面板部の内側の面に接するとともに、底板部の内底面に接した状態におい
て、内側側板部が、背面板部に対して鋭角の角度をなし、内側底板部側に行くに従い下方
に傾斜して配置され、背面支持板部は、第１辺部側とは反対側の辺部である先端辺部側に
行くに従い下方に傾斜し、該先端辺部が底板部と背面板部の間の境界位置又は背面板部の
下端領域に当接し、
　蓋板部を側面部に対して閉じる方向に正面板部に対して回動させ、右側面側突状部を第
２辺部に当接させるともに左側面側突状部を第３辺部に当接させた状態として、蓋板部の
差し込み片側の領域を押し込むことにより、右側面側突状部と左側面側突状部とが差し込
み片本体部に対して折曲又はしなることにより右側面側突状部と左側面側突状部が切欠部
を通過し、右側面側突状部と左側面側突状部が差し込み片本体部に対して折曲又はしなっ
た状態から復帰しようとすることにより、右側面側突状部と左側面側突状部が内側側板部
に係止することにより包装箱が閉状態にロックされ、
　破断線を破断することにより、少なくとも蓋板部における差し込み片と連設された領域
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が差し込み片との間の折れ線（１００ａ）を介して回動することにより包装箱が開状態と
されることを特徴とする包装箱。
【請求項２】
差し込み片において、差し込み片本体部と右側面側突状部間に折れ線（１０４ａ）が形成
されるとともに、差し込み片本体部と左側面側突状部間に折れ線（１０６ａ）が形成され
ていることを特徴とする請求項１に記載の包装箱。
【請求項３】
差し込み片本体部と右側面側突状部間の折れ線（１０４ａ）と差し込み片本体部と左側面
側突状部間の折れ線（１０６ａ）には、差し込み片の外側の面に罫線が形成されているこ
とを特徴とする請求項２に記載の包装箱。
【請求項４】
破断線が、蓋板部の右側面側の辺部と正面側の辺部間に形成された第１破断線（９２ａ）
と、蓋板部の左側面側の辺部と正面側の辺部間に形成された第２破断線（９２ｂ）とを有
し、蓋板部と正面板部の境界位置又は正面板部に、第１破断線の正面側の端部と第２破断
線の正面側の端部間に形成された切込み又は破断線からなる切目線（９２ｃ）が設けられ
ていることを特徴とする請求項１又は２又は３に記載の包装箱。
【請求項５】
右側面板部の底板部側とは反対側の辺部と左側面板部の底板部側とは反対側の辺部には、
フラップ部（２０、２２）が形成されていることを特徴とする請求項１又は２又は３又は
４に記載の包装箱。
【請求項６】
内側底板部の右側面側の辺部から連設され、右側面板部の内側の面に接するとともに、底
板部の内底面に接して内側底板部を支持する第２支持部（６０）と、内側底板部の左側面
側の辺部から連設され、左側面板部の内側の面に接するとともに、底板部の内底面に接し
て内側底板部を支持する第３支持部（８０）とを有することを特徴とする請求項１又は２
又は３又は４又は５に記載の包装箱。
【請求項７】
右側面側突状部には、右側面側突状部の傾斜辺の蓋板部側の端部と差し込み片本体部間に
形成された辺部で、蓋板部における差し込み片本体部の右側面側の辺部が連設された辺部
（９０ｄ）と略平行に間隔を介して対向した辺部である蓋板部対向辺部（１０４ｃ）が設
けられ、また、左側面側突状部には、左側面側突状部の傾斜辺の蓋板部側の端部と差し込
み片本体部間に形成された辺部で、蓋板部における差し込み片本体部の左側面側の辺部が
連設された辺部（９０ｅ）と略平行に間隔を介して対向した辺部である蓋板部対向辺部（
１０６ｃ）が設けられていることを特徴とする請求項１又は２又は３又は４又は５又は６
に記載の包装箱。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本発明は、包装箱に関するものであり、特に、不正開封を防止して改ざんを防止でき
る包装箱に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、不正開封を防止して改ざんを防止できるカートンとして、特許文献１に記載
のカートンや特許文献２に記載の不正開封防止ケースが存在する。
【０００３】
　特許文献１に記載のカートンにおいては、筒状をなす側壁部と蓋部とを有し、蓋部の先
端と側壁部の上端部との何れか一方に差し込み片が設けられ、何れか他方にこの差し込み
片が差し込まれるスリットが設けられ、スリットが設けられた部材（つまり、側壁部と上
記の差し込み片との少なくとも何れか一方）には弱め線が形成されている。
【０００４】
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　また、特許文献２の不正開封防止ケースにおいては、外側蓋フラップの内、先に折り畳
むフラップＲの折り畳み線ｒを跨ぐようにしてスリットｔが形成され、後から折り畳む蓋
フラップＰには差し込み片Ｓが連設され、差し込み片Ｓ側の折り畳み線ｓの外側蓋フラッ
プＰ側には、折り畳み線ｓに平行な引き裂きジッパーｖが設けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実用新案登録第３１４２４７１号公報
【特許文献２】実用新案登録第３１０２８１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、特許文献１のカートンや特許文献２の不正開封防止ケースにおいては、破断線
を破断しなくても差し込み片が抜けるおそれがあるという問題がある。
【０００７】
　すなわち、特許文献１のカートンにおいては、補助スリット４３と折り目線との間の略
三角形の部分（以下三角部分４４という）が、頭部３４（フック３５）によって押さえつ
けられてその裏面側（内側）に入るようにして、スリット４１に差し込み片３２が挿入さ
れる。他方、これを抜こうとしても、紙の弾性によって三角部分４４は元の状態に戻って
いるため、三角部分４４はフック３５の表面側（外側）に入ることとなり、これに引っ掛
かって抜けなくなるとしているが、紙の弾性により三角部分４４がフック３５に引っ掛か
っているのみであり、三角部分４４を内側に押さえることにより、三角部分４４のフック
３５への引っ掛かりを解除すると、差し込み片３２は抜けてしまうおそれがある。
【０００８】
　また、特許文献２の不正開封防止ケースにおいても、スリットｔが折り畳み線ｒを跨い
でいるので差し込み片Ｓの切り込み部ｕが入り込んだ後は差し込み片Ｓの両端の角ｗがス
リットｔの蓋フラップＲの内面に引っかかって嵌め殺しとなるとしているが、側壁片４を
外側から押さえる等して、差し込み片Ｓを側壁片４に密接させることにより、差し込み片
Ｓの蓋フラップＲへの引っ掛かりが解除されて、差し込み片Ｓが抜けてしまうおそれがあ
る。
【０００９】
　そこで、本発明が解決しようとする問題点は、蓋部から連設された差し込み片を差し込
み片が連設された本体部側に係止させ、蓋部に破断線を設けることにより、破断線を破断
しなければ開封することができない包装箱において、差し込み片が抜けるのを強固に防止
することができる包装箱を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は上記問題点を解決するために創作されたものであって、第１には、１枚のシー
ト状のブランクにより形成された包装箱であって、略方形状の外形を有する底板部（１０
）と、底板部の四方の辺部から連設された側面部で、底板部の１の辺部である正面側の辺
部から折れ線を介して連設された正面板部（１２）と、底板部の右側面側の辺部から折れ
線を介して連設された右側面板部（１４）と、底板部の背面側の辺部から折れ線を介して
連設された背面板部（１６）と、底板部の左側面側の辺部から折れ線を介して連設された
左側面板部（１８）とを有する側面部（１１）と、背面板部の底板部側とは反対側の辺部
から折れ線を介して連設された内側構成部で、背面板部の底板部側とは反対側の辺部から
折れ線を介して連設された内側側板部で、背面板部側に切欠部（３２ａ）が形成され、該
切欠部が、背面板部の上端の辺部と略平行な第１辺部（３２ｄ）と、第１辺部の右側面側
の端部から背面板側に向けて形成された第２辺部（３２ｂ）と、第１辺部の左側面側の端
部から背面板部側に向けて形成された第３辺部（３２ｃ）とにより形成された内側側板部
（３２）と、内側側板部の第１辺部から折れ線を介して連設された背面支持板部（４０）
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と、内側側板部の背面板部側とは反対側の辺部から折れ線を介して連設された内側底板部
（５０）と、内側底板部の内側側板部側とは反対側の辺部から連設され、正面板部の内側
の面に接するとともに、底板部の内底面に接して内側底板部を支持する支持部（６０）と
、を有する内側構成部（３０）と、正面板部の底板部側とは反対側の辺部から折れ線を介
して連設された蓋板部（９０）と、蓋板部の正面板部側とは反対側の辺部から折れ線を介
して連設された差し込み片で、蓋板部から連設された差し込み片本体部（１０２）と、差
し込み片本体部の右側面側に突出した右側面側突状部（１０４）と、差し込み片本体部の
左側面側に突出した左側面側突状部（１０６）とを有し、差し込み片の左右方向（横方向
としてもよい）の最大長さが切欠部の左右方向（横方向としてもよい）の最大長さよりも
長く形成された差し込み片（１００）と、を有し、内側側板部における第２辺部が、背面
板部側から内側底板部側にいくに従い右側面側に傾斜した傾斜辺（３２ｂ－２）を有し、
第３辺部が、背面板部側から内側底板部側にいくに従い左側面側に傾斜した傾斜辺（３２
ｃ－２）を有し、右側面側突状部の右側面側に、蓋板部側である差し込み片の基端側から
差し込み片の先端側にいくに従い右側面側に傾斜した傾斜辺（１０４ｂ）が形成され、左
側面側突状部の左側面側に、蓋板部側である差し込み片の基端側から差し込み片の先端側
にいくに従い左側面側に傾斜した傾斜辺（１０６ｂ）が形成され、蓋板部又は正面板部に
破断線が形成され、支持部が、正面板部の内側の面に接するとともに、底板部の内底面に
接した状態において、内側側板部が、背面板部に対して鋭角の角度をなし、内側底板部側
に行くに従い下方に傾斜して配置され（「背面板部に対して鋭角の角度を介して内側底板
部側に行くに従い下方に傾斜して配置され」としてもよい）、背面支持板部は、第１辺部
側とは反対側の辺部である先端辺部側に行くに従い下方に傾斜し、該先端辺部が底板部と
背面板部の間の境界位置又は背面板部の下端領域に当接し、蓋板部を側面部に対して閉じ
る方向に正面板部に対して回動させ、右側面側突状部を第２辺部に当接させるともに左側
面側突状部を第３辺部に当接させた状態として、蓋板部の差し込み片側の領域を押し込む
ことにより、右側面側突状部と左側面側突状部とが差し込み片本体部に対して折曲又はし
なることにより右側面側突状部と左側面側突状部が切欠部を通過し、右側面側突状部と左
側面側突状部が差し込み片本体部に対して折曲又はしなった状態から復帰しようとするこ
とにより、右側面側突状部と左側面側突状部が内側側板部に係止することにより包装箱が
閉状態にロックされ、破断線を破断することにより、少なくとも蓋板部における差し込み
片と連設された領域が差し込み片との間の折れ線（１００ａ）を介して回動することによ
り包装箱が開状態とされることを特徴とする。
【００１１】
　上記第１の構成の包装箱においては、差し込み片における右側面側突状部と左側面側突
状部とを内側側板部に係止させることにより包装箱を閉状態にロックさせるので、差し込
み片が係止した状態から抜けるのを強固に防止することができ、破断線を破断しなければ
蓋板部を開けることができないので、良好に不正を防止して改ざんを防止することができ
る。
【００１２】
　特に、差し込み片が内側側板部に係止して閉状態にロックされた状態の包装箱において
は、包装箱の外側から右側面側突状部及び左側面側突状部の内側側板部への係止状態を解
除することはできないので、差し込み片が抜けるのを強固に防止でき、右側面側突状部及
び左側面側突状部の係止を解除しようとすると、右側面側突状部と差し込み片本体部の接
続部分や左側面側突状部と差し込み片本体部の接続部分を破断しなければならないことか
ら、それらの接続部分が破断されていれば、不正が行われた可能性を知ることができる。
【００１３】
　また、特に、背面支持板部により内側側板部が背面板部となす鋭角の角度を保つことが
でき、これにより、内側側板部と背面板部間の空間を広く形成することができるので、右
側面側突状部と左側面側突状部が差し込み片本体部に対して大きく折曲した状態でも、右
側面側突状部と左側面側突状部が切欠部の両側の端部を通過することができ、差し込み片
の左右方向の長さと内側底板部の切欠部の左右方向の長さとの差が大きく、右側面側突状
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部と左側面側突状部が左右方向に長く形成されていても、容易に右側面側突状部と左側面
側突状部を内側側板部に係止させることができる。なお、右側面側突状部と左側面側突状
部が長く形成される場合には、その分内側底板部と係止する長さが長くなり、差し込み片
がより強固に係止されるので、差し込み片の抜けを強固に防止できる。
【００１４】
　また、第２には、上記第１の構成において、差し込み片において、差し込み片本体部と
右側面側突状部間に折れ線（１０４ａ）が形成されるとともに、差し込み片本体部と左側
面側突状部間に折れ線（１０６ａ）が形成されていることを特徴とする。よって、右側面
側突状部及び左側面側突状部の差し込み片本体部に対する折曲を容易とできるので、右側
面側突状部と左側面側突状部が容易に切欠部を通過させることができる。
【００１５】
　また、第３には、上記第２の構成において、差し込み片本体部と右側面側突状部間の折
れ線（１０４ａ）と差し込み片本体部と左側面側突状部間の折れ線（１０６ａ）には、差
し込み片の外側の面に罫線が形成されていることを特徴とする。よって、右側面側突状部
と左側面側突状部が切欠部を通過する際に差し込み片本体部に対して折曲した右側面側突
状部と左側面側突状部とが復帰しやすくすることができ、容易に右側面側突状部と左側面
側突状部を内側側板部に係止させることができる。
【００１６】
　また、第４には、上記第１から第３までのいずれかの構成において、破断線が、蓋板部
の右側面側の辺部と正面側の辺部間に形成された第１破断線（９２ａ）と、蓋板部の左側
面側の辺部と正面側の辺部間に形成された第２破断線（９２ｂ）とを有し、蓋板部と正面
板部の境界位置又は正面板部に、第１破断線の正面側の端部と第２破断線の正面側の端部
間に形成された切込み又は破断線からなる切目線（９２ｃ）が設けられている（「第１破
断線の正面側の端部と第２破断線の正面側の端部とをむすぶ（接続する）切込み又は破断
線からなる切目線（９２ｃ）が形成されている」としてもよい）ことを特徴とする。
【００１７】
　また、第５には、上記第１から第４までのいずれかの構成において、右側面板部の底板
部側とは反対側の辺部と左側面板部の底板部側とは反対側の辺部には、フラップ部（２０
、２２）が形成されていることを特徴とする。よって、包装箱が閉状態でロックされた状
態で、蓋板部９０の右側面側や左側面側から収納された商品を取り出そうとしても、それ
を防止することができる。
【００１８】
　また、第６には、上記第１から第５までのいずれかの構成において、内側底板部の右側
面側の辺部から連設され、右側面板部の内側の面に接するとともに、底板部の内底面に接
して内側底板部を支持する第２支持部（６０）と、内側底板部の左側面側の辺部から連設
され、左側面板部の内側の面に接するとともに、底板部の内底面に接して内側底板部を支
持する第３支持部（８０）とを有することを特徴とする。
【００１９】
　また、第７には、上記第１から第６までのいずれかの構成において、右側面側突状部に
は、右側面側突状部の傾斜辺の蓋板部側の端部と差し込み片本体部間に形成された辺部で
、蓋板部における差し込み片本体部の右側面側の辺部が連設された辺部（９０ｄ）と略平
行に間隔を介して対向した辺部である蓋板部対向辺部（１０４ｃ）が設けられ、また、左
側面側突状部には、左側面側突状部の傾斜辺の蓋板部側の端部と差し込み片本体部間に形
成された辺部で、蓋板部における差し込み片本体部の左側面側の辺部が連設された辺部（
９０ｅ）と略平行に間隔を介して対向した辺部である蓋板部対向辺部（１０６ｃ）が設け
られていることを特徴とする。これにより、右側面側突状部と左側面側突状部が内側側板
部に係止した状態では、特に、右側面側突状部の蓋板部対向辺部と蓋板部の辺部間に内側
側板部の第２辺部付近の領域が位置し、左側面側突状部の蓋板部対向辺部と蓋板部の辺部
間に内側側板部の第３辺部付近の領域が位置することにより、より確実に差し込み片を内
側側板部に係止させることができる。



(7) JP 2013-10509 A 2013.1.17

10

20

30

40

50

【００２０】
　また、第８の構成として、以下の構成としてもよい。すなわち、「上記第２の構成及び
第２の構成に従属する構成におけるいずれかの構成において、１枚のシート状のブランク
が両面段ボール材であり、段ボール材の段の方向が左右方向であり、差し込み片本体部と
右側面側突状部間の折れ線（１０４ａ）及び差し込み片本体部と左側面側突状部間の折れ
線（１０６ａ）と段ボール材の段の方向とが直交することを特徴とする包装箱。」とする
。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明に基づく包装箱によれば、差し込み片における右側面側突状部と左側面側突状部
とを内側側板部に係止させることにより包装箱を閉状態にロックさせるので、差し込み片
が係止した状態から抜けるのを強固に防止することができ、破断線を破断しなければ蓋板
部を開けることができないので、良好に不正を防止して改ざんを防止することができる。
【００２２】
　特に、差し込み片が内側側板部に係止して閉状態にロックされた状態の包装箱において
は、包装箱の外側から右側面側突状部及び左側面側突状部の内側側板部への係止状態を解
除することはできないので、差し込み片が抜けるのを強固に防止でき、右側面側突状部及
び左側面側突状部の係止を解除しようとすると、右側面側突状部と差し込み片本体部の接
続部分や左側面側突状部と差し込み片本体部の接続部分を破断しなければならないことか
ら、それらの接続部分が破断されていれば、不正が行われた可能性を知ることができる。
【００２３】
　また、特に、背面支持板部により内側側板部が背面板部となす鋭角の角度を保つことが
でき、これにより、内側側板部と背面板部間の空間を広く形成することができるので、右
側面側突状部と左側面側突状部が差し込み片本体部に対して大きく折曲した状態でも、右
側面側突状部と左側面側突状部が切欠部の両側の端部を通過することができ、差し込み片
の左右方向の長さと内側底板部の切欠部の左右方向の長さとの差が大きく、右側面側突状
部と左側面側突状部が左右方向に長く形成されていても、容易に右側面側突状部と左側面
側突状部を内側側板部に係止させることができる。なお、右側面側突状部と左側面側突状
部が長く形成される場合には、その分内側底板部と係止する長さが長くなり、差し込み片
がより強固に係止されるので、差し込み片の抜けを強固に防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】包装箱の前方斜視図であり、包装箱を閉状態にロックした状態を示す前方斜視図
である。
【図２】包装箱の後方斜視図であり、包装箱を閉状態にロックした状態を示す後方斜視図
である。
【図３】包装箱の背面図であり、包装箱を閉状態にロックした状態を示す背面図である。
【図４】図２のＡ－Ａ断面図である。
【図５】図４の拡大断面図である。
【図６】包装箱の前方斜視図であり、蓋板部とフラップ部を開けた状態を示す前方斜視図
である。
【図７】包装箱の後方斜視図であり、蓋板部とフラップ部を開けた状態を示す後方斜視図
である。
【図８】包装箱の要部平面図であり、蓋板部とフラップ部を開けた状態を示す要部平面図
である。
【図９】包装箱の展開図である。
【図１０】図９の要部拡大図である。
【図１１】図９の要部拡大図である。
【図１２】図９の要部拡大図である。
【図１３】蓋板部を閉じる際の工程を示す要部断面図である。
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【図１４】破断線を破断して包装箱を開けた状態を示す前方斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明においては、蓋部から連設された差し込み片を差し込み片が連設された本体部側
に係止させ、蓋部に破断線を設けることにより、破断線を破断しなければ開封することが
できない包装箱において、差し込み片が抜けるのを強固に防止することができる包装箱を
提供するという目的を以下のようにして実現した。
【００２６】
　本実施例の包装箱５は、図１～図１２に示すように構成され、本体部７と、本体部７に
おける正面板部１２から連設された蓋板部９０と、蓋板部９０から連設された差し込み片
１００と、本体部７における背面板部１６から連設された内側構成部３０と、を有してい
る。包装箱５は、図９に示すように、１枚のシート状のブランク（具体的には、段ボール
（特に、紙製段ボール（特に、紙製両面段ボール））、他のシート状のブランク（例えば
、厚紙）でもよい）により形成されている。なお、図１～図５は、蓋板部９０を閉じるこ
とにより包装箱５が閉じた状態を示している。
【００２７】
　ここで、本体部７は、底板部１０と、底板部１０の正面側の辺部から折れ線を介して連
設された正面板部１２と、正面板部１２の右側面側の辺部から折れ線を介して連設された
糊代部１２ａと、正面板部１２の左側面側の辺部から折れ線を介して連設された糊代部１
２ｂと、底板部１０の右側面側の辺部から折れ線を介して連設された右側面板部１４と、
底板部１０の背面側の辺部から折れ線を介して連設された背面板部１６と、背面板部１６
の右側面側の辺部から折れ線を介して連設された糊代部１６ａと、背面板部１６の左側面
側の辺部から折れ線を介して連設された糊代部１６ｂと、底板部１０の左側面側の辺部か
ら折れ線を介して連設された左側面板部１８と、右側面板部１４の先端側の辺部（底面板
部１０側とは反対側の辺部）から折れ線を介して連設されたフラップ部２０と、左側面板
部１８の先端側の辺部（底面板部１０側とは反対側の辺部）から折れ線を介して連設され
たフラップ部２２と、を有している。
【００２８】
　ここで、底板部１０は、方形状（具体的には、長方形状）の板状を呈している。底板部
１０の正面側の辺部と背面側の辺部とは、左右方向を向いており、右側面側の辺部と左側
面側の辺部とは、前後方向を向いている。
【００２９】
　正面板部１２は、台形形状（等脚台形形状）（略台形形状としてもよい）を呈し、底板
部１０から蓋板部９０側にいくに従い横方向の幅が幅広となっている。なお、正面板部１
２は、長方形状であってもよい。また、糊代部１２ａ、１２ｂは、正面板部１２側から先
端側に行くに従い幅狭に形成され、略台形形状に形成されている。糊代部１２ａは、右側
面板部１４の内側の面の正面側の端部領域に接着され、糊代部１２ｂは、左側面板部１８
の内側の面の正面側の端部領域に接着されている。
【００３０】
　また、右側面板部１４は、台形形状（等脚台形形状）（略台形形状としてもよい）を呈
し、底板部１０からフラップ部２０側にいくに従い横方向の幅が幅広となっている。
【００３１】
　また、背面板部１６は、略台形形状（略等脚台形形状）を呈し、底板部１０から内側側
板部３２側にいくに従い横方向の幅が幅広となっている。背面板部１６の上端の中央の領
域には、帯状の突状に形成された突状部１６ｅを有し、背面板部１６は、全体に凸状に形
成されている。なお、背面板部１６は、長方形状であってもよい。また、糊代部１６ａ、
１６ｂは、背面板部１６側から先端側に行くに従い幅狭に形成され、略台形形状に形成さ
れている。糊代部１６ａは、右側面板部１４の内側の面の背面側の端部領域に接着され、
糊代部１６ｂは、左側面板部１８の内側の面の背面側の端部領域に接着されている。
【００３２】
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　また、左側面板部１８は、台形形状（等脚台形形状）（略台形形状としてもよい）を呈
し、底板部１０からフラップ部２２側にいくに従い横方向の幅が幅広となっている。
【００３３】
　本体部７を組み立てた状態における正面板部１２の上下方向の幅と右側面板部１４の上
下方向の幅と背面板部１６の上下方向の幅と左側面板部１８の上下方向の幅は同一（略同
一としてもよい）に形成されている。
【００３４】
　なお、正面板部１２と右側面板部１４と背面板部１６と左側面板部１８と糊代部１２ａ
、１２ｂ、１６ａ、１６ｂとにより、底板部１０の四方の辺部から連設され、底板部１０
の四方の辺部から立設した側面部１１が形成される。正面板部１２と右側面板部１４と背
面板部１６と左側面板部１８は台形形状であるので、側面部１１はテーパ状を呈している
。
【００３５】
　また、フラップ部２０は、方形状（長方形状）の先端側の一対の角部における正面側の
角部にアールを形成するとともに、背面側の角部に切欠部２０ａを形成した形状となって
いる。切欠部２０ａは、内側構成部３０を本体部７の内部に収納し、フラップ部２０を本
体部７の上面の開口部（正面板部１２と右側面板部１４と背面板部１６と左側面板部１８
の上端に囲まれた開口部）に対して閉じた状態とした場合に、背面板部１６の上端と内側
側板部３２により形成された開口部を被覆しないように形成されている。つまり、切欠部
２０ａの辺部は略Ｌ字状に形成され、切欠部２０ａを構成する略Ｌ字状の辺部のうち背面
側の辺部２０ａ－１は、内側構成部３０を本体部７の内部に収納し、フラップ部２０を閉
じた状態とした場合に、内側側板部３２の切欠部３２ａを構成する辺部のうちの右側面側
の辺部３２ｂ（背面板部１６と内側側板部３２間の折れ線に対して斜めに傾斜した辺部３
２ｂ）の外側（右側面側）に辺部３２ｂと略平行となる。また、右側面板部１４とフラッ
プ部２０間の境界位置には、略コ字状の切込み２０ｂが形成され、切込み２０ｂの正面側
と背面側に右側面板部１４とフラップ部２０間の折れ線が連設されている。
【００３６】
　また、フラップ部２２は、フラップ部２０と対称（線対称）に形成され、方形状（長方
形状）の先端側の一対の角部における正面側の角部にアールを形成するとともに、背面側
の角部に切欠部２２ａを形成した形状となっている。切欠部２２ａは、内側構成部３０を
本体部７の内部に収納し、フラップ部２２を本体部７の上面の開口部に対して閉じた状態
とした場合に、背面板部１６の上端と内側側板部３２により形成された開口部を被覆しな
いように形成されている。つまり、切欠部２２ａの辺部は略Ｌ字状に形成され、切欠部２
２ａを構成する略Ｌ字状の辺部のうち背面側の辺部２２ａ－１は、内側構成部３０を本体
部７の内部に収納し、フラップ部２２を閉じた状態とした場合に、内側側板部３２の切欠
部３２ａを構成する辺部のうちの左側面側の辺部３２ｃ（背面板部１６と内側側板部３２
間の折れ線に対して斜めに傾斜した辺部３２ｃ）の外側（左側面側）に辺部３２ｃと略平
行となる。また、左側面板部１８とフラップ部２２間の境界位置には、略コ字状の切込み
２２ｂが形成され、切込み２２ｂの正面側と背面側に左側面板部１８とフラップ部２２間
の折れ線が連設されている。
【００３７】
　なお、フラップ部２０、２２が設けられていることにより、蓋板部９０が閉じて包装箱
が閉状態でロックされた状態で、蓋板部９０の右側面側や左側面側から収納された商品を
取り出そうとしても、それを防止することができる。
【００３８】
　以上のように、正面板部１２と右側面板部１４と背面板部１６と左側面板部１８とは、
台形形状であり、正面板部１２と右側面板部１４と背面板部１６と左側面板部１８とによ
り形成される側面部は、テーパ状に形成されている。
【００３９】
　包装箱５を組み立てた状態では、糊代部１２ａ、１６ａは、右側面板部１４の内側の面
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に接着され、糊代部１２ｂ、１６ｂは、左側面板部１８の内側の面に接着されている。
【００４０】
　なお、正面板部１２と右側面板部１４と背面板部１６と左側面板部１８とは、台形形状
であるとしたが、長方形状であってもよい。
【００４１】
　また、内側構成部３０は、背面板部１６の底板部１０側とは反対側の辺部から折れ線１
６ｃ、１６ｄを介して連設された内側側板部３２と、内側側板部３２の切欠部の辺部３２
ｄから折れ線を介して連設された背面支持板部４０と、内側側板部３２の背面板部１６側
とは反対側の辺部から折れ線を介して連設された内側底板部５０と、内側底板部５０の内
側側板部３２側とは反対側の辺部から折れ線を介して連設された正面支持板部（支持部）
６０と、内側底板部５０の右側面側の辺部から折れ線を介して連設された側面支持板部（
第２支持部）７０と、内側底板部５０の左側面側の辺部から折れ線を介して連設された側
面支持板部（第３支持部）８０とを有している。
【００４２】
　ここで、内側側板部３２は、長方形状に略台形形状の切欠部３２ａ（図７参照）を形成
した形状を呈し、該切欠部３２ａは、内側底板部３２の背面板部１６側に形成され、切欠
部３２ａは、折れ線１６ｃから連設された辺部（第２辺部）３２ｂと、折れ線１６ｄから
連設された辺部（第３辺部）３２ｃと、辺部３２ｂと辺部３２ｃ間に形成された辺部（第
１辺部）３２ｄにより形成され、辺部３２ｂは、折れ線１６ｃに対して直角方向の短い辺
部３２ｂ－１と、辺部３２ｂ－１の折れ線１６ｃ側とは反対側の端部から連設され、内側
底板部５０側にいくほど右側面側に傾斜する直線状の傾斜辺である辺部３２ｂ－２とを有
し、辺部３２ｃは、折れ線１６ｄに対して直角方向の短い辺部３２ｃ－１と、辺部３２ｃ
－１の折れ線１６ｄ側とは反対側の端部から連設され、内側底板部５０側にいくほど左側
面側に傾斜する直線状の傾斜辺である辺部３２ｃ－２とを有し、辺部３２ｂと辺部３２ｃ
とは対称（線対称）（略対称（略線対称）としてもよい）に形成されている。また、辺部
３２ｄは、折れ線１６ｃ、１６ｄや、背面板部１６における突状部１６ｅの水平方向の辺
部１６ｅ－１と平行（略平行としてもよい）に形成されている。なお、傾斜辺である辺部
３２ｂ－２と辺部３２ｄがなす角度γ１や傾斜辺である辺部３２ｃ－２と辺部３２ｄがな
す角度γ２は、鋭角であり、５０度～７０度（好適には、５５度～６５度）となっている
。角度γ１と角度γ２は、同一（略同一としてもよい）に形成されている。内側側板部３
２は、左右対称に形成されている。
【００４３】
　この内側側板部３２は、背面板部１６の突状部１６ｅとは、辺部３２ｂ－１に沿った切
込みと辺部３２ｃ－１に沿った切込みを介して隣接している。
【００４４】
　この切欠部３２ａは、差し込み片１００の先端側の領域が挿通可能で、特に、差し込み
片１００の突状部１０４、１０６が切欠部３２ａの両側の領域を挿通可能な大きさに形成
され、辺部３２ｂの背面板部１６側の端部（辺部３２ｂ－１の背面板部１６側の端部）と
辺部３２ｄ間の長さＲ１は、突状部１０４の長さ（差し込み片１００の基端側から先端側
までの長さ）Ｓ１よりも大きく形成され、辺部３２ｃの背面板部１６側の端部（辺部３２
ｃ－１の背面板部１６側の端部）と辺部３２ｄ間の長さＲ２は、突状部１０４の長さ（差
し込み片１００の基端側から先端側までの長さ）Ｓ２よりも大きく形成されている。長さ
Ｒ１は長さＲ２と同一（略同一としてもよい）であり、長さＳ１は長さＳ２と同一（略同
一としてもよい）である。ただし、後述のように、差し込み片１００の左右方向の最大幅
α１は、切欠部３２ａの左右方向の最大幅β１よりも大きいので、差し込み片１００の先
端側の領域が切欠部３２ａを挿通（通過）する際には、突状部１０４、１０６が本体部１
０２に対して折曲した状態となる。
【００４５】
　背面支持板部４０は、切欠部３２ａ内に形成され、辺部３２ｄとは折れ線及び切込みＫ
３２ｄ－１、Ｋ３２ｄ－２を介して隣接しており、包装箱５の展開状態では（つまり、図
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９～図１１の状態では）、背面支持板部４０は、内側側板部３２の辺部３２ｂと切込みＫ
３２ｂを介して隣接するとともに、辺部３２ｃと切込みＫ３２ｃを介して隣接し、背面板
部１６と切込みＫ３２ｅ（辺部１６ｅ－１に沿って形成された切込み）を介して隣接し、
背面板部１６の突状部１６ｅと直線状の切込みを介して隣接している。つまり、辺部３２
ｄの両側の端部には、切込みＫ３２ｂと連設した切込みＫ３２ｄ－１と切込みＫ３２ｃと
連設した切込みＫ３２ｄ－２とが形成され、切込みＫ３２ｄ－１と切込みＫ３２ｄ－２間
の折れ線には、間隔を介して切込みが形成されている。
【００４６】
　また、背面支持板部４０の右側面側には、切込みＫ３２ｄ－１の辺部３２ｄ（つまり、
折れ線）側の基端から右側面側に切込みＫ３２ｄ－１に対して斜めに傾斜した折れ線４０
ａが形成され、背面支持板部４０における折れ線４０ａよりも右側面側の先端が先端片４
２となり、また、背面支持板部４０の左側面側には、切込みＫ３２ｄ－２の辺部３２ｄ（
つまり、折れ線）側の基端から左側面側に切込みＫ３２ｄ－２に対して斜めに傾斜した折
れ線４０ｂが形成され、背面支持板部４０における折れ線４０ｂよりも左側面側の先端が
先端片４４となる。先端片４２、４４は、略三角形状を呈している。
【００４７】
　包装箱５を組み立てて、内側構成部３０を本体部７内に収納した状態では、内側側板部
３２は、背面板部１６側から下方に傾斜した状態となり、背面板部１６に対して鋭角の角
度Ｚ（具体的には、４０度～６０度）をなし（図５参照）、背面支持板部４０は、内側側
板部３２の辺部３２ｄから下方に傾斜した状態となり、背面支持板部４０の下辺（辺部３
２ｄとは反対側の辺部）（先端辺部）は、底板部１０と背面板部１６間の角部（つまり、
底板部１０と背面板部１６の間の境界位置又は背面板部１６の下端領域）に当接する。
【００４８】
　また、内側底板部５０は、長方形状の三辺に帯状の切欠部を形成した形状を呈し、本体
部７内に収納可能な形状・大きさを有している。すなわち、内側底板部５０の右側面側の
辺部には側面支持板部７０の台部７４を形成するための切欠部が形成され、内側側板部３
２側とは反対側の辺部には、正面支持板部６０の台部６４を形成するための切欠部が形成
され、左側面側の辺部には側面支持板部８０の台部８４を形成するための切欠部が形成さ
れている。内側底板部５０には、被収納物を配置するための開口部５０－１、５０－２、
５０－３が形成されている。なお、内側底板部５０と内側側板部３２間の折れ線には、折
れ線の折曲げを容易とするための複数の切込みが間隔を介して形成されている。内側底板
部５０は、包装箱５を組み立てて、内側構成部３０を本体部７内に収納した状態において
、図４等に示すように、本体部７内に収納可能な大きさに形成されている。
【００４９】
　また、正面支持板部６０は、内側底板部５０の内側側板部３２側とは反対側の辺部から
折れ線を介して連設され、本体部６２と、本体部６２から突出した台部６４とを有してい
る。本体部６２は、帯状（細長長方形状の先端側の２つの角部にアールを形成した形状）
を呈し、台部６４は、本体部６２の内側底板部５０側から連設され、帯状（細長長方形状
の先端側の２つの角部にアールを形成した形状）を呈している。内側構成部３０の展開状
態において、台部６４は、内側底板部５０とは切込み５０ａを介して隣接している。
【００５０】
　また、側面支持板部７０は、内側底板部５０の右側面側の辺部から折れ線を介して連設
され、本体部７２と、本体部７２から突出した台部７４とを有している。本体部７２は、
帯状（細長長方形状の先端側の２つの角部における一方（内側側板部３２側の角部）を斜
めに欠切するとともに、他方にアールを形成した形状）を呈し、台部７４は、本体部７２
の内側底板部５０側から連設され、帯状（細長長方形状の先端側の２つの角部にアールを
形成した形状）を呈している。内側構成部３０の展開状態において、台部７４は、内側底
板部５０とは切込み５０ｂを介して隣接している。
【００５１】
　また、側面支持板部８０は、側面支持板部７０と対称に形成され、内側底板部５０の左
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側面側の辺部から折れ線を介して連設され、本体部８２と、本体部８２から突出した台部
８４とを有している。本体部８２は、帯状（細長長方形状の先端側の２つの角部における
一方（内側側板部３２側の角部）を斜めに欠切するとともに、他方にアールを形成した形
状）を呈し、台部８４は、本体部８２の内側底板部５０側から連設され、帯状（細長長方
形状の先端側の２つの角部にアールを形成した形状）を呈している。内側構成部３０の展
開状態において、台部８４は、内側底板部５０とは切込み５０ｃを介して隣接している。
【００５２】
　台部６４、７４、８４は、内側構成部３０を本体部７内に配置する際に、正面支持板部
６０と側面支持板部７０、８０が立設して底板部１０の内底面に接することにより、内側
底板部５０を支持するものであり、台部６４の本体部６２との連設位置から先端までの長
さと、台部７４の本体部７２との連設位置から先端までの長さと、台部８４の本体部８２
との連設位置から先端までの長さとは、同一（略同一としてもよい）に形成されている。
正面支持板部６０と側面支持体部７０、８０は、内側構成部３０を本体部７内に配置した
状態では本体部７の収納空間から上方に突出しないように形成され、正面支持板部６０の
上下方向の長さは、正面板部１２の上下方向の長さ以下に形成され、側面支持板部７０の
上下方向の長さは、右側面板部１４の上下方向の長さ以下に形成され、側面支持板部８０
の上下方向の長さは、左側面板部１８の上下方向の長さ以下に形成されている。
【００５３】
　包装箱５を組み立てて、内側構成部３０を本体部７内に収納した状態では、正面支持板
部６０の外側の面は正面板部１２の内側の面に接し、側面支持板部７０の外側の面は右側
面板部１４の内側の面に接し、側面支持板部８０の外側の面は左側面板部１８の内側の面
に接した状態となり、正面支持板部６０と側面支持板部７０、８０が底板部１０の内底面
に接した状態となって、内側底板部５０は、底板部１０の上方に底板部１０と略平行の状
態となる。
【００５４】
　また、蓋板部９０は、正面板部１２の底板部１０とは反対側の辺部から折れ線を介して
連設され、本体部７の上面の開口部を被覆可能な形状と大きさに形成され、正面板部１２
の上辺と右側面板部１４の上辺と背面板部１６の上辺と左側面板部１８の上辺により囲ま
れた形状と略同一の形状を呈している。蓋板部９０の正面板部１２側とは反対側の辺部に
おける差し込み片１００が連設された領域の両側には、差し込み片１００を蓋板部９０に
対して大きく折り曲げることが可能なように、凹部９１ａ、９１ｂが形成されている。ま
た、蓋板部９０の正面側の辺部９０ａ（正面板部１２と連設された側の辺部で正面板部１
２間の折れ線と一致する）と、該辺部９０ａと隣接する一対の辺部９０ｂ、９０ｃ間には
、辺部９０ａや辺部９０ｂ、９０ｃに対して傾斜した破断線（切目線）９２ａ、９２ｂが
形成されている。つまり、破断線９２ａは、辺部９０ａと辺部９０ｂ間に形成され、破断
線９２ｂは、辺部９０ａと辺部９０ｃ間に形成され、破断線９２ａと破断線９２ｂとはテ
ーパ状に形成されている。また、正面板部１２と蓋板部９０の境界位置には、辺部９０ａ
と略同一の方向に切込み（切目線）９２ｃが形成され、切込み９２ｃは、破断線９２ａの
正面側（正面板部１２側）の先端（端部）と破断線９２ｂの正面側（正面板部１２側）の
先端（端部）との間に形成され、辺部９０ａと平行で辺部９０ａよりもやや正面板部１２
側に形成された直線状分と、該直線部分の両端から破断線９２ａ、９２ｂ側に湾曲した湾
曲部とを有している。これにより、包装箱５を組み立てた状態では、切込み９２ｃを形成
した箇所が正面側に突出する。
【００５５】
　破断線９２ａ、９２ｂと切込み９２ｃとによって、蓋板部９０の破断線９２ａと破断線
９２ｂにより区画された第１領域９４ａを蓋板部９０における正面側領域以外の領域であ
る第２領域９４ｂ（破断線９２ａよりも正面板部１２側の領域）と第３領域９４ｃ（破断
線９２ｂよりも正面板部１２側の領域）に対して分離するための切目線９２Ｋが形成され
る。また、切込み９２ｃにより、蓋板部９０の第１領域９４ａの正面側の端部は、正面板
部１２から正面側に突出した構成となっている。なお、切込み９２ｃは、切込みの代わり
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にで破断線としてもよい。
【００５６】
　また、蓋板部９０と正面板部１２間の境界位置には、略コ字状の切込み９６ａ、９６ｂ
が形成され、切込み９６ａは、切込み９２ｃに対して折れ線９０ａを介して右側面側に形
成され、切込み９６ｂは、切込み９２ｃに対して折れ線９０ａを介して左側面側に形成さ
れている。
【００５７】
　また、差し込み片１００は、蓋板部９０の正面板部１２側とは反対側の辺部から折れ線
を介して連設され、本体部（差し込み片本体部）１０２と、本体部１０２の左右両側から
突出した突状部１０４、１０６とを有している。差し込み片１００は、蓋板部９０に対し
て左右方向に均等の位置に形成されている。
【００５８】
　本体部１０２は、長方形状の板状を呈し、蓋板部９０の辺部（凹部９１ａと凹部９１ｂ
間の辺部）から折れ線１００ａを介して連設されている。折れ線１００ａは左右方向を向
いている。
【００５９】
　また、突状部（右側面側突状部）１０４は、本体部１０２の右側面側の辺部から折れ線
１０４ａ（折れ線１００ａとは直角（略直角としてもよい）の折れ線）を介して連設され
（つまり、突状部１０４と本体部１０２間の境界に沿って折れ線１０４ａが形成されてい
る）、略台形形状を呈し、右側面側の辺部１０４ｂと、蓋板部９０側の辺部（蓋板部対向
辺部）１０４ｃと、辺部１０４ｃと反対側の辺部１０４ｄとを有している。右側面側の辺
部１０４ｂ（先端側の辺部）は、蓋板部９０から遠ざかるほど右側面側となる直線状の傾
斜辺であり、辺部１０４ｂと折れ線１０４ａ間の長さは、蓋板部９０から遠ざかるに従い
長くなる。また、辺部１０４ｃは、本体部１０２の右側面側の辺部から連設され、蓋板部
９０の辺部９０ｄ（本体部１０２の右側面側の辺部における蓋板部９０側の端部と連設し
た辺部）と略平行（右側面側に行くほど辺部９０ｄとの間隔が大きくなるように左右方向
に対して若干傾斜している。これにより、突状部１０４が内側側板部３２に係止しやすい
。）に対向している。辺部１０４ｃと辺部９０ｄ間には間隔が形成されている。辺部１０
４ｂは、辺部１０４ｃの右側面側の端部から連設している。また、辺部１０４ｄは、右側
面側に行くほど蓋板部９０側に近づくように左右方向に対して若干傾斜して形成され、本
体部１０２の蓋板部９０側とは反対側の辺部１０２ａと連続して形成されている。辺部１
０４ｂと辺部１０４ｄ間には、アールが形成されている。なお、突状部１０４において、
辺部１０４ｃを省略して、辺部１０４ｂが本体部１０２の右側面側の辺部から連設された
構成としてもよい。
【００６０】
　また、突状部（左側面側突状部）１０６は、突状部１０４と対称（線対称）に形成され
、本体部１０２の左側面側の辺部から折れ線１０６ａ（折れ線１００ａとは直角（略直角
としてもよい）の折れ線）を介して連設され（つまり、突状部１０６と本体部１０２間の
境界に沿って折れ線１０６ａが形成されている）、略台形形状を呈し、左側面側の辺部１
０６ｂと、蓋板部９０側の辺部（蓋板部対向辺部）１０６ｃと、辺部１０６ｃと反対側の
辺部１０６ｄとを有している。左側面側の辺部１０６ｂ（先端側の辺部）は、蓋板部９０
から遠ざかるほど左側面側となる直線上の傾斜辺であり、辺部１０６ｂと折れ線１０６ａ
間の長さは、蓋板部９０から遠ざかるに従い長くなる。また、辺部１０６ｃは、本体部１
０２の左側面側の辺部から連設され、蓋板部９０の辺部９０ｅ（本体部１０２の左側面側
の辺部における蓋板部９０側の端部と連設した辺部）と略平行（左側面側に行くほど辺部
９０ｅとの間隔が大きくなるように左右方向に対して若干傾斜している。これにより、突
状部１０４が内側側板部３２に係止しやすい。）に対向している。辺部１０６ｃと辺部９
０ｅ間には間隔が形成されている。辺部１０６ｂは、辺部１０６ｃの左側面側の端部から
連設している。また、辺部１０６ｄは、左側面側に行くほど蓋板部９０側に近づくように
左右方向に対して若干傾斜して形成され、本体部１０２の蓋板部９０側とは反対側の辺部
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１０２ａと連続して形成されている。辺部１０６ｂと辺部１０６ｄ間には、アールが形成
されている。なお、突状部１０６において、辺部１０６ｃを省略して、辺部１０６ｂが本
体部１０２の右側面側の辺部から連設された構成としてもよい。
【００６１】
　なお、辺部１０４ｂの方向と左右方向（例えば、折れ線１００ａの方向）がなす角度や
、辺部１０６ｂの方向と左右方向とがなす角度は、４０～６０度（好適には、４５～５５
度）となっており、角度γ１や角度γ２よりも小さく（若干小さく）形成されている。こ
のように、辺部１０４ｂ（辺部１０６ｂ）の方向と左右方向がなす角度を角度γ１や角度
γ２よりも若干小さくしておくことにより、差し込み片１００を内側側板部３２に係止さ
せる際に、突状部１０４が辺部３２ｂに当接することにより突状部１０４が本体部１０２
に対して折曲して、辺部１０４ｂが辺部３２ｂと平行（略平行としてもよい）となる（つ
まり、辺部１０４ｂと辺部３２ｂとが同一（略同一としてもよい）の方向となる）ととも
に、突状部１０６が辺部３２ｃに当接することにより突状部１０６が本体部１０２に対し
て折曲して、辺部１０６ｂが辺部３２ｃと平行（略平行としてもよい）となり（つまり、
辺部１０６ｂと辺部３２ｃとが同一（略同一としてもよい）の方向となる）、これにより
、突状部１０４が切欠部３２ａの右側面側の端部領域を通過するのに支障がないとともに
、突状部１０６が切欠部３２ａの左側面側の端部領域を通過するのに支障がなく、かつ、
突状部１０４、１０６を左右方向になるべく長く形成して（つまり、辺部１０４ｂ（辺部
１０６ｂ）の方向と左右方向がなす角度が小さい方が突状部１０４、１０６を左右方向に
長くできる）、突状部１０４、１０６の内側側板部３２との係止を強固にすることができ
る。特に、突状部１０４が切欠部３２ａの右側面側の端部領域を通過する際には、辺部１
０４ｂと辺部３２ｂとは同一（略同一としてもよい）の方向となって密接した（重なり合
ったとしてもよい）状態となり、突状部１０６が切欠部３２ａの左側面側の端部領域を通
過する際には、辺部１０６ｂと辺部３２ｃとは同一（略同一としてもよい）の方向となっ
て密接した（重なり合ったとしてもよい）状態となる。
【００６２】
　なお、折れ線１０４ａ、１０６ａの箇所には、突状部１０４、１０６が本体１０２に対
して折曲しやすいように、予め罫線を形成しておくが、突状部１０４、１０６が本体部１
０２に対して折曲した状態から復帰しやすいように差し込み片１００の外側の面に罫線（
凹溝状の罫線）を形成しておくのが好ましい。例えば、折れ線１００ａを押罫により罫線
を形成するのに対して、折れ線１０４ａ、１０６ａを逆罫によりに形成して（つまり、折
れ線１００ａが山折りとすると、折れ線１０４ａ、１０６ａが谷折りとなる）、差し込み
片１００の外側の面（包装箱５を閉状態にロックした場合に、背面板部１６側となる面）
の折れ線１０４ａ、１０６ａの位置に罫線を形成し、突状部１０４、１０６が外折れして
復帰しやすいようにする。
【００６３】
　以上のようにして、差し込み片１００の右側面側には、蓋板部９０から遠ざかるほど右
側面側となるように傾斜した直線状の辺部１０４ｂが設けられ、差し込み片１００の左側
面側には、蓋板部９０から遠ざかるほど左側面側となるように傾斜した直線状の辺部１０
６ｂが設けられている。また、差し込み片１００の左右両側は、左右方向に最も突出した
部分（つまり、突状部１０４の右側面側の先端と突状部１０６の左側面側の先端）から蓋
板部９０側に向けて、傾斜辺（辺部１０４ｂ、１０６ｂ）が設けられ、これらの傾斜辺に
より差し込み片１００の左右方向の幅が蓋板部９０側にいくほど小さくなっているともい
える。
【００６４】
　また、差し込み片１００の基端側のくびれた部分を首部とし、首部よりも先端側を頭部
とすると、頭部の左右両側には、蓋板部９０から遠ざかるほど左右方向の幅が大きくなる
ように傾斜辺が形成されているといえる。
【００６５】
　なお、差し込み片１００の左右方向の最大幅（最大長さ）α１（突状部１０４の右側面
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側の先端と突状部１０６の左側面側の先端間の長さ）は、内側側板部３２の切欠部３２ａ
の左右方向の最大幅（最大長さ）β１（辺部３２ｄの長さ）よりも大きく形成され（α１
＞β１）、本体部１０２の左右方向の長さ（首部の左右方向の長さ）α２は、切欠部の左
右方向の最小幅β２（辺部３２ｂの左側面側の端部と辺部３２ｃの右側面側の端部間の長
さ）と略同一に形成されている（α２≒β２）。なお、α２＝β２としてもよい。また、
突状部１０４の左右方向の長さα３は、切欠部３２ａにおける辺部３２ｂ－２の内側の端
部と外側の端部間の左右方向の長さβ３よりも大きく形成され、突状部１０６の左右方向
の長さα４は、切欠部３２ａにおける辺部３２ｃ－２の内側の端部と外側の端部間の左右
方向の長さβ４よりも大きく形成されている。なお、突状部１０４の長さα３と突状部１
０６の長さα４は、後述するように、本体部１０２に対して折曲しながら切欠部３２ａを
挿通できる長さに形成されている。
【００６６】
　また、包装箱５は、１枚のシート状のブランク（具体的には、両面段ボール）により形
成されているが、両面段ボールを構成する中芯（一対のライナー間に挟まれた中芯）の段
の方向（段ボール（段ボール材）の段の方向）は、左右方向とする（つまり、図９に示す
シート状のブランクを右側面側と左側面側から視認すると、中芯の波形形状を見ることが
できる）のが好ましく、これにより、中芯の段の方向が前後方向である場合に比べて、突
状部１０４、１０６が本体部１０２に対して折曲した場合に復帰しやすくすることができ
る。
【００６７】
　なお、展開状態の包装箱５を製造するに際しては、上記各折れ線の箇所には、折れ線に
沿って折曲しやすいように、予め罫線を形成しておく。展開状態の包装箱５を形成したら
、糊代部１２ａ、１２ｂ、１６ａ、１６ｂを介して接着し、包装箱５を組み立てる。包装
箱５は、左右対称に形成され、その展開状態においても、左右対称（線対称）に形成され
ている。
【００６８】
　上記構成の包装箱５の使用状態について説明する。なお、内側構成部３０は、本体部７
の内部に収納された状態とする。まず、包装箱５に被収納物を収納するには、図６、図７
に示すように、蓋板部９０とフラップ部２０、２２を開けた状態とする。つまり、蓋板部
９０を正面板部１２に対して外側に回動した状態とし、フラップ部２０を右側面板部１４
に対して外側に回動した状態とし、フラップ部２２を左側面板部１８に対して外側に回動
した状態とする。
【００６９】
　そして、被収納物（図示せず）を内側底板部５０の開口部５０－１、５０－２、５０－
３に収納する。
【００７０】
　そして、蓋板部９０を、正面板部１２に対して、本体部７の上面の開口部（正面板部１
２と右側面板部１４と背面板部１６と左側面板部１８の上端に囲まれた開口部）に対して
閉じるように回動させて、差し込み片１００が背面板部１６の上位置に来るようにする（
図１３（ａ）参照）。
【００７１】
　その後、差し込み片１００を背面板部１６と背面支持板部４０の間に差し込む。つまり
、差し込み片１００の突状部１０４の外側の面を内側側面部３２の辺部３２ｂに当接させ
るとともに、突状部１０６の外側の面を内側側面部３２の辺部３２ｃに当接させた状態と
する（その際、突状部１０４は本体部１０２に対して折れ線１０４ａを介して折曲した状
態となり、突状部１０６は、本体部１０２に対して折れ線１０６ａを介して折曲した状態
となっている）。図１３（ｂ）は、突状部１０４が辺部３２ｂに当接して、突状部１０４
が本体部１０２に対して折曲した状態を示している。
【００７２】
　その後、蓋板部９０の差し込み片１００側の領域を押し込むことにより、突状部１０４



(16) JP 2013-10509 A 2013.1.17

10

20

30

40

50

が切欠部３２ａの右側面側の端部領域に挿通し、突状部１０６が切欠部３２ａの左側面側
の端部領域に挿通する。差し込み片１００の突状部１０４の辺部１０４ｂと突状部１０６
の辺部１０６ｂは傾斜して形成されているので、切欠部３２ａの端部領域に挿通（つまり
、通過）しやすくなっている。つまり、内側側板部３２の辺部３２ｂ、３２ｃに傾斜辺が
形成されているのに合わせて、辺部１０４ｂ、１０６ｂは傾斜して形成されているので、
切欠部３２ａの端部領域に挿通しやすくなっている。また、折れ線１０４ａ、１０６ａが
形成されているので、突状部１０４、１０６の本体部１０２に対する折曲は容易であり、
容易に突状部１０４、１０６を切欠部３２ａに挿通することができる。つまり、突状部１
０４、１０６が容易に切欠部３２ａを通過することができる。
【００７３】
　すると、辺部３２ｂに当接することにより本体部１０２に対して折れ曲がっていた突状
部１０４が本体部１０２と面一となるように復帰しようとして、突状部１０４が内側側板
部３２の下側に位置するようになり、同様に、辺部３２ｃに当接することにより本体部１
０２に対して折れ曲がっていた突状部１０６が本体部１０２と面一となるように復帰しよ
うとして、突状部１０６が内側側板部３２の下側に位置するようになり、差し込み片１０
０の突状部１０４と突状部１０６とが内側側板部３２に係止する。以上のようにして、差
し込み片１００が本体部７（特に、内側側板部３２）にロックされる。つまり、図３に示
すように、突状部１０４が内側側板部３２の辺部３２ｂよりも右側面側の領域に係止し、
突状部１０６が内側側板部３２の辺部３２ｃよりも左側面側の領域に係止する。なお、図
４、図５は、突状部１０４が本体部１０２に対して若干折曲している状態を示しているが
、この状態でも突状部１０４は、内側側板部３２に係止している。なお、切欠部３２ａの
辺部３２ｂには傾斜辺である辺部３２ｂ－２が形成され、辺部３２ｃには傾斜辺である辺
部３２ｃ－２が形成されているので、突状部１０４、１０６が復帰しようとすることによ
り、内側側板部３２に係止しやすくなっている。つまり、辺部３２ｂ、３２ｃが左右方向
に対して直角に形成されている場合に比べて、内側側板部３２における辺部３２ｂ、３２
ｃ形成領域は、背面板部１６側にいくほど内側にせり出しているので、その分、突状部１
０４、１０６が内側側板部３２に係止しやすい。
【００７４】
　差し込み片１００の突状部１０４、１０６が内側側板部３２に係止した状態とすると、
蓋板部９０の背面側を上方に回動させて蓋板部９０を開けようとしても、突状部１０４、
１０６が内側側板部３２に係止しているため、蓋板部９０の背面側を上方に回動させて蓋
板部９０を開けることはできず、包装箱５は閉状態にロックされる。突状部１０４、１０
６が内側側板部３２に係止した状態では、特に、突状部１０４の辺部１０４ｃと蓋板部９
０の辺部９０ｄ間に内側側板部３２の辺部３２ｂ付近の領域が位置し、突状部１０６の辺
部１０６ｃと蓋板部９０の辺部９０ｅ間に内側側板部３２の辺部３２ｃ付近の領域が位置
して、差し込み片１００が確実に内側側板部３２に係止される。
【００７５】
　蓋板部９０を開ける場合には、破断線９２ａ、９２ｂを破断して蓋板部９０の第１領域
９４ａを開ける。つまり、蓋板部９０の第１領域９４ａの正面側の端部に指を掛け、破断
線９２ａ、９２ｂを破断しながら、第１領域９４ａの正面側の領域から上方に引き上げて
いき、破断線９２ａ、９２ｂを破断したら、図１４に示すように、第１領域９４ａを背面
側に回動させる。なお、差し込み片１００は、内側側板部３２に係止した状態となってい
るので、第１領域９４ａは、差し込み片１００との間の折れ線１００ａを中心に回動する
。
【００７６】
　なお、破断線９２ａ、９２ｂは、蓋板部９０において差し込み片１００形成側とは反対
側に形成されているので、破断線９２ａ、９２ｂを破断しても、差し込み片１００が抜け
やすくなるわけではない。また、破断線９２ａ、９２ｂは、差し込み片１００と接してい
ないので、破断線における一部が破断してしまうことにより、差し込み片１００が抜けや
すくなるようなことはない。
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【００７７】
　その後、第２領域９４ｂと第３領域９４ｃを正面側に回動させて開けた状態とし、さら
に、フラップ部２０、２２を外側に回動させて開けた状態として被収納物を取り出す。
【００７８】
　以上のように、本実施例の包装箱５によれば、蓋板部９０を閉じて、差し込み片１００
を切欠部３２ａに差し込んで内側側板部３２に係止させることにより、突状部１０４、１
０６が内側側板部３２に係止した状態となるので、差し込み片１００が係止した状態から
抜けるのを強固に防止することができ、破断線９２ａ、９２ｂを破断しなければ蓋板部９
０を開けることができないので、良好に不正を防止して改ざんを防止することができる。
【００７９】
　特に、差し込み片１００が内側側板部３２に係止して閉状態にロックされた状態の包装
箱５においては、包装箱５の外側から突状部１０４、１０６の内側側板部３２への係止状
態を解除することはできないので、差し込み片が抜けるのを強固に防止でき、突状部１０
４、１０６の係止を解除しようとすると、突状部１０４と本体部１０２の接続部分や突状
部１０６と本体部１０２の接続部分を破断しなければならないことから、突状部１０４と
本体部１０２の接続部分や突状部１０６と本体部１０２の接続部分が破断されていれば、
不正が行われた可能性を知ることができる。
【００８０】
　また、差し込み片１００の左右方向の最大幅（最大長さ）α１は、内側側板部３２の切
欠部３２ａの左右方向の最大幅（最大長さ）β１よりも大きく形成されている（α１＞β
１）ので、突状部１０４、１０６を内側底板部３２に確実に係止させることができる。
【００８１】
　また、特に、包装箱５を段ボール材（特に、薄型段ボール材）により形成することによ
り、突状部１０４、１０６を本体部１０２に対して折曲しても復帰しやすく、突状部１０
４、１０６を良好に内側側板部３２に係止させることができる。つまり、段ボール材は、
板紙に比べて、折曲した状態から復帰しやすいので、適しているといえる。
【００８２】
　また、差し込み片１００の外側の面の折れ線１０４ａ、１０６ａの箇所に形成された罫
線により、突状部１０４、１０６が復帰しやすいので、容易に突状部１０４、１０６が内
側側板部３２に係止した状態とすることができる。
【００８３】
　また、特に、背面支持板部４０により内側側板部３２が背面板部１６となす鋭角の角度
を保つことができ、これにより、内側側板部３２と背面板部１６間の空間を広く形成する
ことができるので、突状部１０４、１０６が本体部１０２に対して大きく折曲した状態で
も、突状部１０４、１０６が切欠部３２ａの両側の端部を通過することができ、差し込み
片１００の左右方向の長さα１と切欠部３２ａの左右方向の長さβ１との差が大きく、突
状部１０４、１０６が左右方向に長く形成されていても（つまり、本体部１０２から突出
した長さが長くても）、容易に突状部１０４、１０６を内側側板部３２に係止させること
ができる。また、突状部１０４、１０６が左右方向に長い場合には、その分内側底板部３
２と係止する長さが長くなり、差し込み片１００がより強固に係止されるので、差し込み
片の抜けを強固に防止できる。
【００８４】
　なお、上記の説明において、破断線９２ａ、９２ｂと切込み９２ｃが形成されていると
して説明したが、他の構成でもよく、例えば、切込み９２ｃの代わりに、正面板部１２に
略Ｕ字状の破断線を形成し、該略Ｕ字状の破断線の一方の端部が破断線９２ａの正面側の
端部と連続し、該略Ｕ字状の破断線の他方の端部が破断線９２ｂの正面側の端部と連続す
るようにしてもよい。また、蓋板部９０の正面側の領域において、蓋板部９０の右側面側
の端部から左側面側の端部に至る互いに平行な２本の破断線を形成し、この２本の破断線
を破断することにより２本の破断線間の領域をジッパーとして分離できるようにしてもよ
い。また、正面板部１２において、正面板部１２の右側面側の端部から左側面側の端部に
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至る互いに平行な２本の破断線を形成し、この２本の破断線を破断することにより２本の
破断線間の領域をジッパーとして分離できるようにしてもよい。この場合には、破断線を
破断しても蓋板部９０はそのままの形状で残るので、蓋板部９０の全体が差し込み片１０
０との間の折れ線１００ａを介して回動することになる。以上のように、破断線は、蓋板
部及び／又は正面板部に形成された構成であればよい。
【００８５】
　また、差し込み片１００には折れ線１０４ａ、１０６ａが形成されているので、突状部
１０４が切欠部３２ａを構成する辺部３２ｂに当接した際に本体部１０２に対して折曲す
るとともに、突状部１０６が辺部３２ｃに当接した際に本体部１０２に対して折曲するの
で、突状部１０４、１０６が切欠部３２ａを挿通しやすいが、折れ線１０４ａ、１０６ａ
が形成されていない場合でも、突状部１０４、１０６がしなるとともに、背面板部１６と
内側側板部３２間には突状部１０４、１０６がしなるための空間が十分形成されているの
で、特に支障はない。また、折れ線１０４ａ、１０６ａが形成されていない場合には、切
欠部３２ａに挿通して切欠部３２ａを通過した際に、本体部１０２と面一に復帰する力が
折れ線１０４ａ、１０６ａを形成する場合に比べて強いので、差し込み片１００が強固に
内側側板部３２に係止されるといえる。
【符号の説明】
【００８６】
　５　包装箱
　１０　底板部
　１１　側面部
　１２　正面板部
　１２ａ、１２ｂ、１６ａ、１６ｂ　糊代部
　１４　右側面板部
　１６　背面板部
　１８　左側面板部
　２０、２２　フラップ部
　３０　内側構成部
　３２　内側側板部
　２０ａ、２２ａ、３２ａ　切欠部
　３２ｂ、３２ｃ、３２ｄ、３２ｂ－１、３２ｂ－２、３２ｃ－１、３２ｃ－２、１０４
ｂ、１０６ｂ　辺部
　４０　背面支持板部
　５０　内側底板部
　６０　正面支持板部
　７０、８０　側面支持板部
　９０　蓋板部
　１００　差し込み片
　１０２　本体部
　１０４、１０６　突状部
　１０４ａ、１０６ａ　折れ線
　９２ａ、９２ｂ　破断線
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